
主
催
者
を
代
表
し
名
越
秀
和
区

労
連
議
長
は
、
戦
争
法
の
成
立
以

降
、
「
野
党
共
闘
」
の
市
民
の
声

で
共
闘
が
発
展
し
た
と
挨
拶
。

そ
え
や
良
夫
日
本
共
産
党
区
議

団
長
を
は
じ
め
各
団
体
代
表
が
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

集
会
決
議
は
、
安
倍
政
権
が
強

行
し
た
戦
争
法
、
安
保
法
制
は
明

白
な
憲
法
違
反
だ
と
糾
弾
。
労
働

法
制
の
改
悪
に
反
対
、
大
企
業
へ

の
優
遇
税
制
見
直
し
で
応
分
の
負

担
を
求
め
る
政
治
が
必
要
だ
と
し

て
、
総
選
挙
で
戦
争
法
の
廃
止
、

憲
法
９
条
を
守
り
、
安
倍
暴
走
政

治
を
退
場
さ
せ
、
都
議
選
で
は
豊

洲
移
転
を
は
じ
め
都
政
の
歪
み
を

た
だ
す
都
議
会
を
、
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

集
会
は
東
京
土
建
の
油
屋
氏
が

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
の
あ
ぜ
上
三

和
子
都
議
が
連
帯
挨
拶
。

江
東
民
主
商
工
会
の
森
外
事
務

局
長
が
基
調
報
告
で
、
免
税
業
者

を
分
断
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
導
入
計
画
、
国
税
犯
則

取
締
法
を
国
税
通
則
法
に
編
入
し

て
税
務
署
の
任
意
調
査
と
強
制
調

査
の
境
界
を
あ
い
ま
い
に
し
よ
う

と
す
る
策
動
の
危
険
性
を
告
発
。

憲
法
に
基
づ
く
主
権
者
と
し
て
の

申
告
納
税
制
度
を
貫
徹
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

あ
ぜ
上
都
議
は
、
日
本
共
産
党

は
能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る
と
い

う
税
金
の
集
め
方
、
社
会
保
障
、

若
者
、
子
育
て
中
心
の
予
算
と
い

う
改
革
を
提
起
し
て
お
り
、
格
差

と
貧
困
を
た
だ
す
た
め
、
共
に
た

た
か
う
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

新
婦
人
江
東
支
部
は
３
月
12
日
、

２
年
毎
の
定
期
大
会
を
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
き
、
活
発
な
班
活
動
の

経
験
交
流
。
「
戦
争
も
貧
困
も
ノ
ー
！
」

「
今
こ
そ
憲
法
を
守
り
生
か
す
仲

間
を
増
や
す
」
な
ど
の
活
動
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
46
人
が
参
加

し
、
あ
ぜ
上
三
和
子
都
議
が
来
賓

挨
拶
し
ま
し
た
。

議
案
討
論
で
は
、
30
以
上
あ
る

班
の
う
ち
10
班
が
報
告
し
、
福
島

の
原
発
被
害
の
現
地
調
査
、
在
宅

支
援
セ
ン
タ
ー
を
残
す
運
動
、
毎

月
の
お
し
ゃ
べ
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
短
歌
の
合
同
歌
集
発
行
、
特

別
養
護
施
設
を
地
元
に
つ
く
る
た

め
の
署
名
と
街
歩
き
で
適
地
を
探

し
て
区
へ
提
言
な
ど
、
会
員
の
問

題
意
識
や
条
件
を
生
か
し
た
活
動

が
生
き
生
き
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

入
会
数
か
月
と
い
う
若
い
女
性

は
「
『
何
だ
ろ
う
？
』
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
の
が
新
婦
人
だ
と
わ

か
っ
た
」
と
壇
上
で
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

前
大
会
以
降
に
会
員
38
人
、
新

婦
人
新
聞
52
部
が
増
え
た
こ
と
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

《
訂
正
》
先
月
号
の
「
潮
騒
」
で
、

「
１
兆
円
」
は
、
「
１
千
兆
円
」
の

誤
植
で
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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啓
蟄
を
過
ぎ
て
暖
か
い
春

の
訪
れ
が
期
待
さ
れ
る
の

に
、
寒
波
の
南
下
で
な
ご

り
雪
が
降
り
ま
し
た
▼
啓

蟄
と
い
え
ば
、
国
会
で
は

森
友
学
園
や
加
計
学
園
、
都
議
会

で
も
豊
洲
移
転
や
晴
海
の
選
手
村

な
ど
に
か
ら
む
数
々
の
疑
惑
が
噴

出
し
て
、
国
民
の
怒
り
は
治
ま
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
▼
政
官
財
癒

着
の
も
と
で
、
国
民
の
財
産
で
あ

る
土
地
が
、
政
治
家
の
介
入
が
疑

わ
れ
る
交
渉
で
不
当
に
取
引
さ
れ

て
い
ま
す
。
森
友
の
場
合
、
小
池

晃
議
員
の
追
及
が
な
け
れ
ば
、
あ

り
も
し
な
い
産
廃
物
除
去
を
理
由

に
値
引
き
さ
れ
、
タ
ダ
同
然
で
払

い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
試
算
も
あ

り
ま
す
▼
当
時
の
籠
池
理
事
長
は
、

関
西
の
日
本
会
議
の
有
力
な
幹
部

で
、
教
育
勅
語
を
暗
誦
さ
せ
る
な

ど
、
幼
稚
園
児
へ
の
国
防
教
育
に

対
し
て
去
年
の
稲
田
大
臣
の
も
の

を
ふ
く
め
て
防
衛
省
か
ら
５
回
も

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
夫
妻
や
橋
下
、
松
井
両

知
事
と
も
、
戦
前
へ
の
回
帰
を
め

ざ
す
同
志
で
す
▼
都
議
選
を
控
え

て
、
オ
ー
ル
与
党
で
豊
洲
移
転
を

推
進
し
た
都
議
ら
が
、
俄
か
に
小

池
人
気
に
便
乗
し
て
自
己
保
身
を

は
か
り
、
右
往
左
往
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
三
権
分
立
で
の
行
政
チ
ェ
ッ

ク
も
わ
き
ま
え
ず
、
し
か
も
、
自

民
党
と
連
立
与
党
の
公
明
党
が
、

知
事
に
す
り
寄
り
選
挙
協
力
す
る

無
節
操
に
は
あ
き
れ
果
て
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
疑
惑
追
及
を
リ
ー
ド

し
て
国
民
本
位
の
政
治
を
め
ざ
す

日
本
共
産
党
の
値
打
ち
を
、
す
べ

て
の
有
権
者
に
語
っ
て
い
く
絶
好

の
機
会
で
す
。

平
成
28
年
度
最
終
補
正
予
算
は
、

取
り
崩
し
た
基
金
の
う
ち
30
億
円

を
積
み
戻
し
、
そ
の
う
え
新
た
に

１
４
６
億
円
を
積
み
増
し
す
る
も

の
で
、
基
金
総
額
は
過
去
最
高
の

１
１
２
４
億
円
に
達
し
ま
し
た
。

一
方
、
区
は
28
年
度
も
財
政
の

効
率
化
な
ど
を
理
由
に
、
区
立
小

名
木
川
保
育
園
の
民
営
化
や
交
通

事
故
相
談
窓
口
の
廃
止
な
ど
を
推

し
進
め
ま
し
た
。

交
通
事
故
相
談
窓
口
の
継
続
に

要
す
る
費
用
は
年
間
６
６
０
万
円
、

今
年
減
ら
さ
れ
た
敬
老
祝
い
金
を

元
通
り
支
給
す
る
の
に
要
す
る
費

用
は
２
７
０
０
万
円
で
す
。
ま
た

今
年
度
新
た
に
区
立
小
名
木
川
保

育
園
民
営
化
の
運
営
費
を
約
３
千

万
円
も
減
ら
し
ま
し
た
。

区
は
、
人
口
が
増
え
続
け
る
も

と
で
職
員
の
新
規
採
用
を
せ
ず
、

技
能
系
職
員
は
「
退
職
不
補
充
」

と
し
て
減
ら
し
続
け
、
職
員
給
与

費
は
15
億
円
も
余
ら
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
場
か
ら
１
４
６
人

の
増
員
要
求
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
職

員
不
足
は
深
刻
で
、
土
木
事
務
所

で
は
技
能
系
職
員
の
連
続
削
減
で

民
間
委
託
が
拡
大
し
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
大
地
震
な
ど
へ
の
緊
急
対
応

力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
28
年
度

も
、
区
民
施
策
削
減
の
取
り
や
め

を
も
と
め
、
さ
ら
に
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
拡
大
、
職
員

確
保
、
耐
震
改
修
促
進
、
小
規
模

事
業
所
支
援
な
ど
の
た
め
の
予
算

修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
修
正

額
は
お
よ
そ
８
億
円
。
税
金
の
使

い
方
を
改
め
れ
ば
直
ち
に
実
現
可

能
で
す
。

《
第
一
回
定
例
会
》

平
成
28
年
度
末

基
金
総
額
１
１
２
４
億
円
も

２
月
24
日
、
江
東
区
猿
江
公
園
で
「
２
・
24
江
東

区
民
集
会
」
が
開
か
れ
江
東
区
内
の
労
働
組
合
や
東

京
土
建
、
年
金
者
組
合
な
ど
各
団
体
・
個
人
な
ど
、

２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
後
、
亀
戸
・
文

泉
公
園
ま
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

今
年
で
48
回
目
と
な
る
「
３
・
13
重
税
反
対
江
東
区
民
集
会
」
は
14
日
、

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
１
５
０
人
が
参
加
。
江
東
東
税
務
署
、
西

税
務
署
ま
で
分
か
れ
て
デ
モ
行
進
し
、
集
団
申
告
を
行
い
ま
し
た
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
は
縮
減

職
員
の
削
減

現
場
は
深
刻
な
人
員
不
足

３
月
11
日
、
都
立
東
高

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め

る
砂
町
の
会
」
は
門
前
で

宣
伝
を
し
ま
し
た
。

「
高
校
卒
業
お
め
で
と

う
」
と
題
し
た
四
つ
折
り

チ
ラ
シ
を
卒
業
生
と
父
母

に
手
渡
し
、
新
た
な
旅
立

ち
を
祝
福
し
ま
し
た
。

新
婦
人
江
東
支
部

第
33
回
定
期
大
会

戦争法の廃止を求める砂町の会



「
憲
法
と
民
主
主
義
を
守

る
大
結
集
」
を
呼
び
か
け
た

山
口
氏
が
強
調
し
た
の
は
、

政
治
・
社
会
・
経
済
と
生
活

の
危
機
と
貧
困
の
拡
大
。

「
個
人
の
賃
金
が
減
っ
て
い

る
の
は
先
進
国
で
は
日
本
だ

け
だ
」
と
図
表
や
グ
ラ
フ
を

示
し
な
が
ら
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
政
治
転
換
の
突

破
口
は
野
党
結
集
に
あ
り
、

「
候
補
者
を
１
本
化
し
争
点

が
明
確
に
な
れ
ば
投
票
率
が

上
が
り
、
保
守
層
の
一
部
も

合
流
し
、
市
民
を
代
表
す
る

候
補
が
得
票
す
る
」
。
政
権

交
代
の
展
望
は
「
政
権
を
任

せ
て
も
よ
い
と
い
う
安
心
感

を
ど
う
つ
く
り
出
す
か
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
究
極
の
理
想
よ

り
、
脱
原
発
の
方
向
性
や
安

心
で
き
る
福
祉
国
家
、
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
な
ど
、
５
年
先
の
日
本
を

立
て
直
す
と
い
う
政
策
の
共

有
を
」
と
提
起
し
ま
し
た
。

白
神
さ
ん
は
、
高
校
生
の

し
ら
が

頃
に
北
砂
１
丁
目
の
「
戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
、

戦
争
体
験
を
聞
き
、
憲
法
と

出
会
い
、
弁
護
士
に
な
ろ
う

と
し
た
自
身
の
気
持
ち
の
変

化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
戦
争
は
、
人
間
を
壊
し

命
を
奪
う
、
人
生
を
根
底
か

ら
壊
し
て
し
ま
う
。
目
前
で

人
間
が
焼
か
れ
、
飢
え
に
苦

し
む
残
酷
で
悲
惨
な
も
の
、

そ
れ
が
戦
争
。
体
験
し
た
み

な
さ
ん
が
思
い
出
し
た
く
な

い
こ
と
を
話
し
、
平
和
な
社

会
を
創
る
の
は
、
あ
な
た
た

ち
だ
と
呼
び
か
け
て
く
れ
た
」

「
憲
法
こ
そ
が
平
和
な
足
元

を
照
ら
す
光
だ
と
話
す
体
験

者
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

私
は
憲
法
の
本
当
の
価
値
を

知
り
、
自
分
の
生
き
方
が
変

わ
っ
た
」

そ
し
て
白
神
さ
ん
は
、
社

会
の
お
か
し
い
こ
と
に
対
し

て
、
考
え
行
動
す
る
「
歴
史

の
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
な
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
つ
ど
い
で
は
藤
間

宏
夫
さ
ん
が
自
ら
の
戦
争
体

験
を
「
今
だ
か
ら
伝
え
た
い

こ
と
」
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。

大
島
二
中
の
生
徒
は
、
資

料
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
東
京

大
空
襲
を
テ
ー
マ
に
、
文
化

祭
で
劇
を
発
表
し
た
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

館
長
の
早
乙
女
勝
元
さ
ん

は
閉
会
挨
拶
で
、「
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
通
し
て
芽
が
出
始

め
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

徴
兵
さ
れ
た
軍
隊
経
験
を

語
っ
た
の
は
瀧
川
眞
次
さ
ん

（
89
歳
）
と
金
森
健
造
さ
ん

（
95
歳
）。
瀧
川
さ
ん
は
中
島

飛
行
機
前
橋
工
場
勤
務
か
ら

旧
海
軍
の
海
兵
団
に
入
り
、

米
軍
機
の
機
銃
掃
射
を
体
験

し
ま
し
た
。「
あ
の
頃
は
戦

争
一
色
。
兵
隊
に
行
か
な
い

と
お
か
し
い
と
い
う
時
代
だ
っ

た
」
と
。

金
森
さ
ん
は
横
須
賀
海
兵

団
か
ら
砲
術
学
校
を
経
て
長

崎
で
空
母
「
天
城
」
に
乗
船
。

呉
に
移
動
後
に
広
島
に
投
下

さ
れ
た
原
爆
の
巨
大
な
雲
を

目
撃
し
た
そ
う
で
す
。

つ
ど
い
は
女
性
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
か
ら
２
人
に
少
年
・

青
年
時
代
か
ら
軍
隊
生
活
な

ど
の
質
問
を
ぶ
つ
け
、
そ
れ

に
答
え
る
形
で
進
み
、
当
時

の
天
皇
制
軍
隊
の
兵
士
へ
の

理
不
尽
な
仕
打
ち
と
、
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
庶
民
の

た
く
ま
し
い
体
験
談
に
会
場

が
沸
き
ま
し
た
。

金
森
さ
ん
は
出
先
で
敗
戦

を
知
り
、
急
い
で
戻
っ
た
も

の
の
隊
は
空
っ
ぽ
。「
軍
隊

と
い
う
の
は
、
い
ざ
と
な
っ

た
ら
偉
い
さ
ん
ほ
ど
意
気
地

が
な
い
」
と
、
ズ
バ
リ
と
指

摘
し
ま
し
た
。

い
ま
憲
法
９
条
を
亡
き
も

の
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
安

倍
政
権
に
対
し
て
は
、「
戦

後
か
ら
ず
っ
と
生
活
に
懸
命

だ
っ
た
の
で
、
憲
法
の
事
を

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

安
倍
た
ち
が
騒
ぎ
出
し
た
か

ら
だ
」
と
瀧
川
さ
ん
。
金
森

さ
ん
も
「
孫
た
ち
を
、
あ
の

時
の
よ
う
に
兵
隊
に
も
っ
て

い
か
れ
る
時
代
に
し
て
は
い

か
ん
」
と
語
気
強
く
発
言
し

ま
し
た
。

1960年１月、アイゼンハワー大統領
と岸首相は、新しい日米安全保障条約

に調印しました。この条約は、米国が

日本の基地を使用し、日本や在日米軍

基地が攻撃されたとき、米軍と自衛隊

が共同行動をとることなどを決めまし

た。これは日本を米国のアジア戦略体

制に巻きこむものでした。

この条約に反対する社会党、共産党、

総評などは、安保改定阻止国民会議を

結成し、23次にわたる統一行動をくり
ひろげました。この統一戦線のきっか

けは、1959年３月、浅沼稲次郎社会党
訪中使節団長が「アメリカ帝国主義は

日中両国人民の敵」と言明し、共同声

明を発表したことにあります。

浅沼稲次郎は、江東区が育てあげた

政治家です。彼は砂町小を卒業し、府

立三中（両国高）をへて早稲田大学に

進みました。大学で民人同盟をつくり、

創立された共産党に参加しますが、共

産党の一時解党で離党という形になり

ます。その後、最初の無産政党「農民

労働党」書記長となり、東京市会議員、

初代都議会副議長、そして衆議院議員

に選ばれました。生涯を白河町の同潤

会アパートに住み、清廉な政治家、

「人間機関車」などと親しまれた大衆

的政治家でした。

江東区では、安保闘争のなかで多く

の学習会がひらかれ、社共両党を中心

に「平和と民主主義を守る江東区民共

闘会議」が結成され、区内の統一戦線

が大きく前進しました。

この闘いで岸内閣は退陣に追いこま

れて解散、総選挙となります。10月12
日、日比谷公会堂での各党首立会演説

会で、浅沼稲次郎は演説中に右翼青年

に刺殺されてしまいました。白河の同

潤会アパートでの告別式には、その死

を悼む人々があふれました。

10月20日「浅沼暗殺抗議国民大会」
として、国民会議による最後の第23次
統一行動がおこなわれました。

地を敷くデモ東西の訛り怒りに結集し
な ま

夢道
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概説

(66)
日比谷公会堂で右翼青年に
刺された瞬間の浅沼稲次郎

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
砂
町
の
会
（
佐
藤
正
広
会

長
）
は
、
一
夜
に
し
て
10
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
東
京

大
空
襲
か
ら
72
年
の
３
月
10
日
、
80
代
、
90
代
の
兵
役

体
験
者
を
招
い
て
「
戦
争
体
験
・
憲
法
体
験
を
聞
く
つ

ど
い
」
を
南
砂
区
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講演する白神優理子弁護士

東
京
大
空
襲
か
ら
72
年
を
迎
え
た
３
月
５
日
、
江
戸

東
京
博
物
館
ホ
ー
ル
で
「
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
白
神

優
理
子
弁
護
士
が
「
若
い
世
代
が
東
京
大
空
襲
を
語
り

継
ぐ
と
い
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

軍隊生活を語る金森さん(右から2人目)と瀧川さん（同3人目）

江
東
革
新
懇
は
３
月
17
日
、
２
０
１
７
年
総
会
を
総
合

区
民
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
安
倍
暴
走
政
治
に
審
判
を
下
し
、

野
党
と
市
民
の
共
闘
を
発
展
さ
せ
る
活
動
方
針
を
確
認
し

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
会
共
同
代

表
の
山
口
二
郎
氏
（
法
政
大
学
教
授
）
が
「
政
治
危
機
と

私
た
ち
の
選
択
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

山口二郎氏

☆

行
事
日
程

☆

○
４
月
７
日
（
金
）
18
時
45
分
〜

◆
共
謀
罪
学
習
会
（
実
行
委
主
催
）

（
深
川
江
戸
資
料
館
）

○
４
月
９
日
（
日
）
10
時
〜

◆
東
京
土
建
江
東
支
部
定
期
大
会

（
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

○
４
月
11
日
（
火
）
18
時
30
分
〜

◆
江
東
社
保
協
総
会

（
東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
）

○
４
月
19
日
（
水
）

◆
第
143
回
９
の
日
宣
伝

（
区
内
７
駅
・
西
友
前
）
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